
 

第 44 回 関西ライフサイエンス 

リーディングサイエンティストセミナー 
 

 

 

 

本セミナーは、ライフサイエンス分野で最先端の研究を展開されている関西の先生方にご講演を

いただき、製薬、医療機器、診断薬、健康食品、医療関係者などのライフサイエンス関係者および

一般の方々に、健康・医療産業に対するインスピレーションと産業化へのイマジネーションを感じ

ていただくことを目的としています。 

このことは、産官学にわたる組織横断的なコミュニティーの醸成と、産官学の対話促進につなが

るものと期待しています。 

 

本セミナーは、3 か月に一度の頻度で開催し、毎回 2 名の講師の先生から、最先端の研究につい

てホットな話題をお聞きいただけます。皆様のご参加をお待ちしております。 

 

 

 

 

記 

 

日 時：2025 年7 月8 日（火） 14:00－16:00 
開催方法：オンライン開催 

◆zoom ウェビナーを使用します 

参加費：無料 

主 催：NPO 法人近畿バイオインダストリー振興会議、公益財団法人都市活力研究所 

後 援：関西医薬品協会、バイオコミュニティ関西（BiocK） 

 

講演Ⅰ 14：00 - 15：00 

「産学連携で推進する標的アルファ線核医学治療の社会実装」 

大阪大学・核物理研究センター長 

中野 貴志 氏 

 

難治性がん治療として標的アルファ線核医学治療が注目されている。本講演では、日本が世界を

リードするアスタチン-211（211At）を用いた治療の社会実装に向けた産学連携の取り組みを説明

する。211At の特性、製造方法、標的薬の開発、核医学セラノスティクスへの応用を紹介し、サプ

ライチェーンの整備や治療普及の課題について議論する。今後、国内外の研究機関や企業と連携し、

211At の安定供給体制を確立し実用化を進める。 

 

 

 

 



 

 

講演Ⅱ 15：00 - 16：00 

「GPCR シグナルの精緻解析から解明する統合理論」 

京都大学・大学院薬学研究科・教授／東北大学・大学院薬学研究科・教授 

 井上 飛鳥 氏 

 

我々は、GPCR のシグナル多様性がどのような原理で生み出され、制御されているかに興味を持ち研

究を進めている。シグナル解析ツールとして、TGFα切断アッセイや NanoBiT シグナルセンサーを

開発し、GPCR エフェクターを欠損させた HEK293 細胞ライブラリーと組み合わせることで、精緻な

シグナル解析プラットフォームを構築した。最近は、計算科学や一分子イメージングを取り入れ、

特にバイアス型リガンドの作動機序の解明に注力している。本発表ではこれらのツールを概説し、

創薬への応用について議論する。 

 

 

 

申込先：参加希望者は 2025 年 7 月 7 日（月）までに、 

NPO 法人近畿バイオインダストリー振興会議のホームページからお申込みください。 

    URL： https://kinkibio.com/informations/4561 

 

こちらからもお申込みいただけます 

 

 

 

 

問合先：NPO 法人近畿バイオインダストリー振興会議 事務局 電話：06-4963-2107（櫻井・大嶋） 

    公益財団法人都市活力研究所           電話：06-6359-1322（志水） 

 

 


